
         

我
は
市
川 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        



梗
概  

 

売
れ
っ
子
脚
本
家
の
市
川
舟
平
（3

9

）
の
人
生
は
祝

福
と
栄
光
そ
の
も
の
だ
っ
た
。 

市
川
は
家
族
に
愛
さ

れ
て
育
ち
、
才
能
に
恵
ま
れ
、
健
康
に
恵
ま
れ
、
時

代
に
も
恵
ま
れ
た
。 

 

市
川
に
と
っ
て
日
本
と
は
、
市
川
の
市
川
に
よ
る
市

川
の
た
め
の
国
家
だ
っ
た
。 

 

そ
ん
な
市
川
は
あ
る
使
命
感
を
抱
え
て
い
た
。
そ
れ

は

4
0

歳
ま
で
に
自
決
し
、
死
を
以
て
自
身
の
作
品

に
命
を
吹
き
込
む
こ
と
だ
っ
た
。 

 

し
か
し
そ
の
試
み
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
こ
と
で
、
以

来
市
川
の
精
神
は
蝕
ま
れ
、
鏡
の
中
に
も
う
一
人
の

自
分
を
見
い
出
す
よ
う
に
な
る
。 

 

妄
想
に
取
り
憑
か
れ
た
市
川
は
鏡
の
中
の
自
分
と
口

論
と
な
り
、
も
う
一
人
の
自
分
を
自
ら
の
手
で
断
罪



し
よ
う
と
企
む
。 

 

こ
う
し
て
も
う
一
人
の
自
分
の
半
生
が
洗
い
ざ
ら
い

暴
か
れ
て
い
く
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
ひ
た
す
ら

惨
め
な
半
生
だ
っ
た
。 

 

人
生
に
呪
わ
れ
、
暗
闇
の
中
を
さ
迷
い
、
創
作
の
世

界
に
居
場
所
を
求
め
て
い
た
も
う
一
人
の
自
分
。 

 

本
作
「
我
は
市
川
」
は
そ
ん
な
も
う
一
人
の
自
分
が

書
き
あ
げ
た
脚
本
で
あ
り
、
市
川
は
虚
構
の
存
在
だ

っ
た
の
だ
。 

 

真
実
を
知
っ
た
市
川
は
絶
望
の
中
で
鏡
と
対
峙
し
、

そ
こ
に
本
当
の
自
分
の
姿
を
見
る
の
だ
っ
た
。 

         



登
場
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○
稲
城
市
立
中
学
校
・
校
庭
（2

5

年
前
） 

 
 

体
育
大
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

校
庭
内
に
体
育
着
姿
の
中
学
生
た
ち
と
保
護
者

の
姿
。 

校
舎
の
垂
れ
幕
に
以
下
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。 

「
市
川
の
市
川
に
よ
る
市
川
の
た
め
の
市
川
」 

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
三
年
男
子1

0
0

メ
ー
ト
ル
走
、
最
終

レ
ー
ス
で
す
！
」 

市
川
舟
平
（
し
ゅ
う
へ
い
）
（1

4

）
、
他
の
生
徒

た
ち
と
共
に
ス
タ
ー
ト
位
置
に
立
つ
。 

市
川
の
レ
ー
ン
の
み
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
が

敷
か
れ
て
い
る
。 

市
川
、
自
信
に
満
ち
み
ち
た
顔
。 

ス
タ
ー
ト
位
置
で
、
教
師
、
手
で
耳
を
塞
ぎ
な

が
ら
ピ
ス
ト
ル
を
構
え
て
い
る
。 

市
川
、
ス
タ
ー
ト
の
体
勢
を
と
る
。 

教
師
「
（
叫
ぶ
）
市
川
に
つ
い
て
、
よ
ー
い
！
」 

 
 

空
砲
が
鳴
る
。 

 

 

以
下
、
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
で
回
想 
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○
稲
城
市
立
病
院
・
外
（
夜
） 

 
 

空
全
体
に
ど
す
黒
い
雲
が
立
ち
こ
め
て
い
る
。 

 
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
市
川
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
市
川

だ
っ
た
」 

 

○
同
・
分
娩
室
（
夜
） 

分
娩
台
の
上
で
市
川
の
母
知
江
（3

0

）
が
苦
し

そ
う
に
顔
を
歪
め
て
い
る
。 

 
 

看
護
師
、
「
が
ん
ば
っ
て
」
「
も
う
少
し
」
な
ど

と
知
江
を
懸
命
に
励
ま
す
。 

産
婦
人
科
医
、
知
江
の
股
か
ら
赤
ん
坊
を
取
り

出
す
。 

室
内
に
市
川
（0

）
の
泣
き
声
が
響
く
。 

看
護
師
、
市
川
を
抱
え
、 

看
護
師
「
（
知
江
へ
）
元
気
な
男
の
子
で
す
よ
！
」 

 
 

知
江
、
市
川
を
見
て
微
笑
む
。 

 
 

と
室
内
が
俄
に
明
る
く
な
る
。 

看
護
師
「…

？
」 

 
 

看
護
師
、
窓
の
外
を
見
る
。 
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空
を
覆
っ
て
い
た
暗
雲
が
裂
け
、
合
間
か
ら
眩

い
星
々
が
姿
を
現
す
。 

看
護
師
、
胸
に
抱
い
た
市
川
を
見
つ
め
、 

看
護
師
「
こ
の
子
は
神
の
子
よ…

」 

 

○
若
草
幼
稚
園
・
教
室 

園
児
た
ち
、
ク
レ
ヨ
ン
で
お
絵
か
き
し
て
い
る
。 

ど
れ
も
子
供
ら
し
い
絵
。 

 
 

市
川
（5

）
、
墨
と
筆
で
絵
を
書
い
て
い
る
。 

園
長
、
市
川
の
も
と
に
や
っ
て
く
る
。 

園
長
、
市
川
の
絵
を
見
下
ろ
す
。 

 
 

雪
舟
さ
な
が
ら
の
水
墨
画
が
描
か
れ
て
い
る
。 

園
長
「
（
感
嘆
し
）
舟
平
君
。
こ
れ
は
雪
舟
か
ね
」 

市
川
「
い
え
、
イ
ッ
シ
ュ
ー
（
市
川
舟
平
の
略
）
で

す
」 

 

○
空
き
地
（
夕
） 

 
 

空
全
体
に
暗
雲
が
立
ち
こ
め
て
い
る
。 

 
 

少
年
た
ち
、
野
球
を
し
て
い
る
。 

市
川
（9

）
、
バ
ッ
ド
を
構
え
て
い
る
。 
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ボ
ー
ル
、
飛
ん
で
く
る
。 

市
川
、
フ
ル
ス
イ
ン
グ
。 

ボ
ー
ル
は
空
高
く
舞
い
上
が
り
、
暗
雲
を
裂
き
、

空
が
眩
し
い
光
に
包
ま
れ
る
。 

少
年
た
ち
、
騒
ぎ
立
て
、 

少
年1

「
イ
ッ
シ
ュ
ー
は
神
童
だ
！
」 

少
年2

「
い
や
、
神
童
が
イ
ッ
シ
ュ
ー
な
ん
だ
！
」 

少
年3

「
い
や
、
イ
ッ
シ
ュ
ー
が
イ
ッ
シ
ュ
ー
だ
！
」 

 

○
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
・
ポ
ッ
ポ
店
内 

我
が
物
顔
の
市
川
（9

）
、
肩
で
風
を
切
っ
て
や

っ
て
く
る
。 

市
川
、
立
ち
止
ま
り
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
並
ん

だ
今
川
焼
き
を
見
つ
め
る
。 

市
川
、
店
員
へ
、 

市
川
「
市
川
焼
き
ひ
と
つ
く
れ
」 

店
員
「
今
川
焼
き
ひ
と
つ
で
？
」 

市
川
「
市
川
焼
き
ひ
と
つ
だ
」 

店
員
「
今
川
焼
き
ひ
と
つ
で
？
」 
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○
市
川
家
・
玄
関 

 
 

市
川
、
帰
っ
て
く
る
。 

 
 

市
川
、
号
泣
し
な
が
ら
靴
を
脱
い
で
い
る
。 

吉
子
（7

1

）
、
居
間
か
ら
や
っ
て
き
て
、 

吉
子
「
（
驚
く
）
あ
ら
。
舟
ち
ゃ
ん
。
ど
う
し
た
の
？
」 

市
川
「
（
泣
き
叫
ぶ
）
今
川
に
！ 

今
川
に
負
け
た
！
」 

 

○
同
・
和
室
（
夜
） 

市
川
、
畳
に
寝
こ
ろ
ん
で
、
ま
だ
泣
い
て
い
る
。 

 
 

市
川
の
父
誠
一
（4

2

）
、
や
っ
て
く
る
。 

誠
一
「
お
婆
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
ぞ
」 

市
川
「
（
泣
き
な
が
ら
）
今
川
に…

今
川
に…
」 

誠
一
「
（
笑
っ
て
）
負
け
ず
嫌
い
は
俺
に
似
た
な
。
舟

平
。
存
分
に
泣
け
。
そ
の
悔
し
さ
が
必
ず
お
前
を

成
長
さ
せ
る
」 

 

○
芥
川
賞
受
賞
式
会
場 

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
市
川
は
市
川
の
上
に
市
川
を
作
ら

ず
、
市
川
の
下
に
市
川
を
作
ら
ず
」 

ス
ー
ツ
姿
の
市
川
（1

8

）
、
壇
上
で
自
著
を
手
に
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し
て
立
っ
て
い
る
。 

自
著
の
タ
イ
ト
ル
は
「
市
川
の
す
べ
て
」
。 

市
川
、
大
勢
の
記
者
に
囲
ま
れ
て
い
る
。 

記
者
「
市
川
さ
ん
！ 

芥
川
賞
最
年
少
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
お
気
持
ち
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
」 

 

○
記
者
会
見
場 

 
 

市
川
（1

8

）
、
高
校
の
制
服
姿
で
座
っ
て
い
る
。 

 
 

市
川
、
大
勢
の
記
者
に
囲
ま
れ
て
い
る
。 

カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
焚
か
れ
て
い
る
。 

記
者
「
市
川
さ
ん
！ 

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
ド
ラ
フ

ト4

位
指
名
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

 
 

市
川
、
少
年
の
よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
る
。 

 
 

会
場
の
隅
で
、
同
じ
高
校
の
小
林
絵
理
子
（1

8

）

が
そ
ん
な
市
川
を
う
っ
と
り
と
見
つ
め
て
い
る
。 

 

○
披
露
宴
会
場 

新
郎
新
婦
の
席
に
市
川
（2

3

）
と
絵
理
子
（2

3

）

の
姿
。 
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市
川
と
絵
理
子
、
見
つ
め
合
っ
て
微
笑
む
。 

  
 

 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
薄
暗
い
会
場
内
。 

市
川
と
絵
理
子
の
前
に
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
。 

司
会
者
の
声
「
新
郎
新
婦
に
よ
る
ケ
ー
キ
入
刀
で
す
」 

市
川
と
絵
理
子
、
ナ
イ
フ
で
ケ
ー
キ
を
切
る
。 

ナ
イ
フ
が
暗
闇
を
裂
き
、
ケ
ー
キ
か
ら
光
が
放

た
れ
る
。 

 

○
雑
誌
の
表
紙 

 
 

市
川
の
写
真
と
共
に
、
以
下
の
文
字
が
踊
る
。 

 
 

「
抱
か
れ
た
い
男
第
市
川 

市
川
」 

  
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

 

市
川
の
写
真
と
共
に
、
以
下
の
文
字
。 

新
ド
ラ
マ
「
金
田
市
川
少
年
の
事
件
簿
」
脚
本

は
芥
川
賞
作
家
市
川
に
決
定
。 
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×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 

  
 

市
川
の
写
真
と
共
に
、
以
下
の
文
字
。 

「
住
み
た
い
町
ラ
ン
キ
ン
グ
第
市
川 

千
葉
県

市
川
市
」 

  
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

 

市
川
の
写
真
と
共
に
、
以
下
の
文
字
。 

「
映
画
「
市
川
み
た
い
な
恋
を
し
た
」
が
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
脚
本
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
。
脚
本
は
天

才
脚
本
家
の
市
川
」 

 

○
テ
レ
ビ
画
面 

市
川
（3

9

）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
が
流
れ
て

い
る
。 

市
川
「
一
川
？ 

い
や
、
僕
は
四
万
十
川
だ
よ
。
な

ん
ち
ゃ
っ
て
ね
（
と
お
ど
け
る
）
」 
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○
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
・
ポ
ッ
ポ
店
内 

 
 

店
員
、
今
川
焼
き
を
焼
い
て
い
る
。 

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
並
ん
だ
今
川
焼
き
。 

商
品
名
は
「
市
川
焼
き
」
と
な
っ
て
い
る
。 

客
た
ち
、
フ
ー
ド
ス
ペ
ー
ス
で
市
川
焼
き
を
食

べ
て
い
る
。 

客
、
ス
マ
ホ
画
面
を
見
る
。 

画
面
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
中
継
映
像
。 

 

○
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞
式
会
場 

マ
イ
ク
の
前
に
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
ト
ム
ク
ル
ー

ズ
（6

1

）
が
立
っ
て
い
る
。 

ト
ム
ク
ル
ー
ズ
「
（
英
語
で
）
脚
本
賞
を
発
表
し
ま
す
」 

テ
ー
ブ
ル
席
に
市
川
、
妻
絵
理
子
（3

9

）
、
母
知

江
（6

9

）
と
父
誠
一
（7

1

）
、
祖
母
吉
子
（9

3

）

の
姿
。 

五
人
、
緊
張
し
た
様
子
で
見
守
っ
て
い
る
。 

ト
ム
ク
ル
ー
ズ
「
（
英
語
で
）
受
賞
者
は…

シ
ュ
ウ
ヘ

イ
イ
チ
カ
ワ
！
」 

市
川
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
、
家
族
と
抱
き
合
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っ
て
喜
ぶ
。 

 
 

市
川
、
喝
采
の
中
、
立
ち
上
が
る
。 

市
川
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
を
悠
然
と
進

ん
で
い
く
。 

  
 

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
、
お
わ
り 

 

 
 

 

○
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
（
現
在
） 

 
 

散
ら
か
り
き
っ
た
室
内
。 

床
に
ス
ト
ロ
ン
グ
ゼ
ロ
の
空
き
缶
が
転
が
っ
て

い
る
。 

市
川
（3

9

）
、
汚
れ
た
煎
餅
布
団
の
上
で
に
や
つ

い
た
寝
顔
を
浮
か
べ
て
い
る
。 

市
川
、
目
を
覚
ま
す
。 

市
川
、
寝
ぼ
け
眼
で
立
ち
上
が
る
。 

市
川
、
台
所
へ
い
き
、
シ
ン
ク
脇
に
置
か
れ
た

カ
ッ
プ
麺
の
残
り
汁
を
す
す
る
。 

市
川
「
（
ぼ
そ
り
）…

夢
か
」 

声
「
カ
ッ
ト
！
」 

ス
タ
ッ
フ
ら
、
市
川
の
も
と
へ
集
ま
っ
て
く
る
。 
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こ
の
室
内
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
撮
影
現
場
で
あ

る
と
わ
か
る
。 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
森
（2

6

）
、
手
を
揉
み
揉
み
し

て
や
っ
て
く
る
。 

森
「
い
や
あ
、
一
発O

K

で
す
！ 

市
川
さ
ん
、
ホ

ン
が
書
け
る
上
に
演
技
も
い
け
る
ん
す
ね
」 

市
川
「
ま
あ
な
」 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
阿
佐
田
（3

9

）
、
一
冊
の
本

を
持
っ
て
や
っ
て
く
る
。 

森
「
（
気
づ
い
て
）
阿
佐
田
さ
ん
！ 
お
疲
れ
様
で

す
！
」 

阿
佐
田
「
い
ー
ち
ゃ
ん
、
ど
う
だ
調
子
は
？
」 

市
川
「
な
ん
だ
。
阿
佐
田
も
い
た
の
か
」 

阿
佐
田
「
演
技
、
よ
か
っ
た
よ
」 

市
川
「
俺
を
誰
だ
と
思
っ
て
る
？
」 

今
度
は
新
人A

D

ま
ゆ
み
（2

2

）
、
紙
袋
を
も
っ

て
や
っ
て
く
る
。 

 

ま
ゆ
み
「
（
一
同
へ
紙
袋
を
か
ざ
し
）
広
瀬
す
ず
さ
ん

か
ら
今
川
焼
き
の
差
し
入
れ
で
す
！
」 

 

そ
の
場
の
空
気
が
凍
り
つ
く
。 
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ま
ゆ
み
「…

？
」 

 
 

森
、
泡
を
食
っ
て
ま
ゆ
み
に
目
で
合
図
す
る
。 

ま
ゆ
み
「
（
気
づ
く
）
あ
！ 

市
川
焼
き
！ 

市
川
焼

き
で
す
！
」 

市
川
、
無
言
で
ま
ゆ
み
を
見
る
。 

 
 

阿
佐
田
、
手
に
し
て
い
る
本
を
市
川
に
見
せ
、 

阿
佐
田
「
（
場
を
和
ま
せ
る
よ
う
に
）
そ
れ
よ
り
読
ん

だ
よ
。
い
ー
ち
ゃ
ん
の
自
伝
小
説
。「
市
川
の
栄
光

の
半
生
」
。
い
や
あ
。
最
高
だ
っ
た
」 

森
「
あ
。
僕
も
読
み
ま
し
た
。
市
川
さ
ん
の
人
生
っ

て
ほ
ん
と
漫
画
み
た
い
っ
す
ね
」 

阿
佐
田
「
冒
頭
の
幼
少
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
か
な
。

ホ
ー
ム
ラ
ン
打
っ
た
ら
雲
が
割
れ
ち
ゃ
う
ん
だ

も
ん
」 

市
川
「
（
涼
し
く
笑
う
）
全
部
俺
の
妄
想
で
、
目
が
覚

め
る
と
こ
ろ
か
ら
物
語
が
始
ま
る
と
思
っ
た
ろ

う
？
」 

森
「
は
い
。
フ
ツ
ー
な
ら
夢
オ
チ
の
展
開
か
と
思
い

ま
す
も
ん
」 

市
川
「
俺
の
場
合
は
違
う
」 
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森
「
さ
す
が
市
川
さ
ん
」 

市
川
「
あ
ん
な
感
じ
で
最
後
ま
で
続
く
か
ら
な
」 

森
「
え
」 

市
川
「
今
後
も
俺
の
人
生
が
」 

森
「
あ
ー
！ 

フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
で
い
っ
ち
ゃ
っ
て

く
だ
さ
い
！
」 

市
川
、
差
し
入
れ
の
今
川
焼
き
を
手
に
す
る
。 

 

市
川
、
ち
ら
と
ま
ゆ
み
を
見
て
、 

市
川
「
（
森
の
耳
も
と
で
）
ク
ビ
に
し
ろ
」 

 

○
市
川
邸
・
外
観
（
数
日
後
） 

 
 

渋
谷
区
松
濤
に
構
え
ら
れ
た
豪
邸
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ 

市
川
、
ガ
ウ
ン
を
纏
い
、
ソ
フ
ァ
ー
で
ス
マ
ホ

を
見
て
い
る
。 

ス
マ
ホ
画
面
に
以
下
の
ニ
ュ
ー
ス
。 

「
令
和
の
奇
跡
。
テ
レ
ビ
界
衰
退
は
ど
こ
吹
く

風
。
市
川
主
演
脚
本
ド
ラ
マ
の
視
聴
率
、
脅
威

の4
0

パ
ー
セ
ン
ト
超
え
」 
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市
川
、
満
更
で
も
な
い
顔
。 

和
服
姿
の
絵
理
子
（3

9

）
、
や
っ
て
く
る
。 

絵
理
子
「
あ
な
た…

」 

市
川
、
顔
を
上
げ
る
。 

絵
理
子
、
不
安
げ
な
顔
を
し
て
い
る
。 

市
川
「
ど
う
し
た
？
」 

絵
理
子
「
警
察
の
方
が
お
見
え
に
」 

市
川
「…

？
」 

 

○
同
・
玄
関
の
外 

菊
池
（4

0

）
、
立
っ
て
い
る
。 

玄
関
の
ド
ア
が
開
く
。 

市
川
、
姿
を
見
せ
る
。 

菊
池
、
市
川
に
軽
く
会
釈
し
、 

菊
池
「
夜
分
に
す
み
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
も
ん
で
す
」 

と
警
察
手
帳
を
見
せ
る
。 

市
川
「
（
警
戒
し
）
い
っ
た
い
何
の
用
で
す
？
」 

菊
池
「
ま
あ
そ
う
身
構
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
実
は

あ
な
た
へ
の
脅
迫
め
い
た
書
き
込
み
を
ネ
ッ
ト

上
で
見
つ
け
ま
し
て
」 
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市
川
「
脅
迫
？
」 

菊
池
「
い
え
、
脅
迫
と
い
っ
て
も
、
あ
な
た
の
よ
う

な
有
名
人
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
と
い
う
か
、
要
は

そ
う
い
っ
た
内
容
の
書
き
込
み
な
の
で
す
が
」 

市
川
「
（
拍
子
抜
け
し
）
そ
ん
な
こ
と
な
ら
ネ
ッ
ト
に

限
ら
ず
と
も
、
ど
こ
で
私
の
電
話
番
号
を
知
っ
た

の
か
、
わ
ざ
わ
ざ
電
話
を
か
け
て
き
て
私
を
罵
る

輩
も
い
る
」 

菊
池
「
な
る
ほ
ど
。
有
名
人
と
い
う
の
も
大
変
で
す

な
」 

市
川
「
そ
う
し
た
輩
に
対
し
て
は
相
手
に
し
な
い
こ

と
に
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
」 

菊
池
「
そ
れ
が
で
す
ね
。
少
し
事
情
が
込
み
入
っ
て

ま
し
て
、
事
の
発
端
は
一
枚
の
捜
索
願
い
で
し
て
」 

市
川
「…

？
」 

菊
池
「
あ
る
老
齢
の
女
性
か
ら
失
踪
し
た
息
子
を
捜

し
て
ほ
し
い
と
捜
索
願
が
出
た
の
で
す
。
そ
の
息

子
は
あ
な
た
と
同
い
年
で
、
姓
名
も
あ
な
た
と
同

じ
。
不
思
議
な
こ
と
に
顔
立
ち
ま
で
あ
な
た
に
そ

っ
く
り
な
の
で
す
」 
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菊
池
、
懐
か
ら
一
枚
の
写
真
を
取
り
出
す
。 

菊
池
、
市
川
に
写
真
を
見
せ
る
。 

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
写
真
を
印
刷
し
た
も
の
で
あ

り
、
一
人
の
学
生
が
写
っ
て
い
る
。 

市
川
「
（
見
て
）
確
か
に
俺
と
瓜
二
つ
だ
。
し
か
し
、

な
ぜ
こ
ん
な
昔
の
写
真
を
？
」 

菊
池
「
え
え
。
こ
れ
し
か
な
か
っ
た
も
ん
で
」 

市
川
「
（
蔑
む
よ
う
に
）
な
る
ほ
ど
」 

菊
池
「
こ
の
男
へ
の
調
べ
を
続
け
て
み
た
と
こ
ろ
、

男
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る

S
N

S
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
見
つ
け
ま
し
た
」 

市
川
「…

」 

菊
池
「
脅
迫
と
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
が
、
男
のS

N
S

に
は
あ
な
た
へ
の
憎
し
み
に
満
ち
た
言
葉
が
ず

ら
り
と
並
ん
で
い
る
の
で
す
」 

市
川
「…

」 

菊
池
「
そ
ん
な
わ
け
で
し
て
男
に
関
し
て
何
か
知
っ

て
い
な
い
か
と
思
い
、
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
わ
け
で
す
」 
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○
同
・
居
間 

 
 

市
川
、
戻
っ
て
く
る
。 

 
 

絵
理
子
、
不
安
げ
に
見
て
、 

絵
理
子
「
あ
な
た
」 

市
川
「
何
で
も
な
い
」 

 
 

市
川
、
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
を
下
ろ
す
。 

市
川
「
家
出
人
探
し
だ
そ
う
だ
。
そ
の
人
物
に
心
当

た
り
は
な
い
か
と
聞
か
れ
た
が
、
私
と
は
一
切
関

係
の
な
い
件
だ
っ
た
」 

市
川
、
ス
マ
ホ
を
操
作
す
る
。 

市
川
、T

w
itte

r

を
開
く
。 

市
川
「
し
か
し
警
察
も
大
変
だ
。
行
方
不
明
の
そ
の

男
と
い
う
の
は
だ
ね
、
働
か
ず
に
実
家
で
親
の
す

ね
を
か
じ
り
、
挙
げ
句
借
金
を
作
っ
て
逃
げ
出
し

た
、
い
わ
ば
人
間
の
ク
ズ
だ
よ
。
仕
事
と
は
い
え
、

そ
ん
な
奴
を
探
さ
ね
ば
な
ら
ん
の
だ
か
ら
」 

 
 

市
川
、
あ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
を
見
る
。 

 
 

以
下
の
よ
う
な
ツ
イ
ー
ト
で
溢
れ
て
い
る
。 

「
市
川
は
運
だ
け
の
人
生
」 

「
市
川
は
コ
ネ
ま
み
れ
の
ク
ソ
で
、
社
会
の
害
悪
」 
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「
自
己
責
任
論
を
垂
れ
流
す
市
川
が
許
せ
な
い
」 

 
 

市
川
、
た
め
息
を
つ
き
、 

市
川
「…

絵
理
子
。
世
の
中
に
は
二
種
類
の
人
間
が

い
る
」 

絵
理
子
「
あ
な
た
か
、
あ
な
た
以
外
か
？ 

で
し
ょ
？
」 

市
川
「
努
力
す
る
も
の
と
、
そ
れ
を
放
棄
す
る
も
の
」 

市
川
、
ツ
イ
ー
ト
を
冷
た
く
見
下
ろ
し
、 

市
川
「
こ
の
男
は
負
け
る
べ
く
し
て
負
け
た
」 

と
、
ス
マ
ホ
にL

IN
E

の
通
知
。 

送
信
者
名
は
「
広
瀬
す
ず
」
。 

 
 

「
会
え
る
？
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。 

市
川
、
立
ち
上
が
る
。 

市
川
「
ホ
ン
の
打
ち
合
わ
せ
だ
。
出
か
け
る
」 

 

○
ホ
テ
ル
・
外 

帽
子
を
目
深
に
か
ぶ
り
、
マ
ス
ク
を
し
た
二
人

組
が
寄
り
添
っ
て
歩
い
て
い
る
。 

 
 

二
人
、
ホ
テ
ル
へ
入
っ
て
い
く
。 

 

○
同
・
中 
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間
接
照
明
が
灯
っ
た
薄
暗
い
室
内
。 

市
川
と
広
瀬
す
ず
（2

5

）
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
飲
ん

で
い
る
。 

す
ず
「
市
川
さ
ん
。
会
い
た
か
っ
た
」 

市
川
「
昨
日
撮
影
現
場
で
会
っ
た
ば
か
り
だ
ろ
う
」 

す
ず
「
で
も
、
人
前
じ
ゃ
こ
ん
な
こ
と
で
き
な
い
」 

 
 

す
ず
、
甘
え
る
よ
う
に
市
川
に
体
を
寄
せ
る
。 

市
川
「
す
ず
。
子
猫
の
よ
う
だ
」 

二
人
、
キ
ス
す
る
。 

す
ず
、
う
っ
と
り
し
た
顔
を
浮
か
べ
る
。 

市
川
、
真
剣
な
顔
に
な
っ
て
、 

市
川
「
そ
れ
で
、
例
の
話
は
考
え
て
く
れ
た
か
？
」 

す
ず
「…

」 

市
川
「
俺
は
今
年
で4
0

に
な
る
。
こ
れ
以
上
は
待
て

な
い
」 

す
ず
、
俄
に
表
情
が
曇
る
。 

市
川
「
芥
川
龍
之
介
は

3
5

。
尾
崎
豊
が

2
6

と
思
え

ば
、
遅
す
ぎ
る
く
ら
い
だ
」 

す
ず
「
で
も
市
川
さ
ん…

」 

市
川
「
（
遮
っ
て
）
す
ず
。
作
品
は
作
家
の
死
に
よ
っ
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て
完
成
す
る
。
俺
が

3
0

代
で
死
を
遂
げ
る
の
は

定
め
で
あ
り
、
使
命
な
ん
だ
」 

す
ず
「…

」 
市
川
「
俺
に
必
要
な
の
は
非
業
の
死
だ
。
愛
す
る
君

と
の
非
業
の
死
こ
そ
が
、
作
品
に
永
遠
の
命
を
も

た
ら
す
唯
一
の
選
択
な
の
だ
」 

 
 

市
川
、
す
ず
の
手
を
握
り
し
め
る
。 

市
川
「
ど
う
か
頷
い
て
お
く
れ
。
お
前
に
金
や
マ
ン

シ
ョ
ン
を
与
え
る
男
は
山
ほ
ど
い
る
。
幸
せ
に
し

て
や
れ
る
男
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
伝
説
を
与

え
ら
れ
る
の
は
俺
し
か
い
な
い
」 

す
ず
「
市
川
さ
ん…

」 

市
川
「
す
ず
。
俺
と
伝
説
に
な
ら
な
い
か
？
」 

 

○
並
木
道
（
数
日
後
） 

 
 

市
川
と
す
ず
、
向
き
合
っ
て
い
る
。 

そ
の
周
り
を
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
森
や
撮
影
カ
メ

ラ
マ
ン
が
囲
ん
で
い
る
。 

す
ず
「
さ
よ
な
ら
。
タ
ク
ヤ
」 

 
 

す
ず
、
踵
を
返
す
。 
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市
川
「
ち
ょ
っ
、
待
て
よ
！
」 

 
 

す
ず
、
振
り
返
ら
な
い
。 

 
 

す
ず
、
凛
と
し
た
顔
つ
き
で
歩
き
続
け
る
。 

声
「
カ
ッ
ト
！
」 

 
 

森
、
カ
メ
ラ
の
前
に
出
て
く
る
。 

森
「
（
一
同
へ
）
全
シ
ー
ン
撮
影
終
了
で
す
！ 

お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
！
」 

 
 

拍
手
が
起
こ
る
。 

ス
タ
ッ
フ
、
市
川
と
す
ず
に
花
束
を
渡
す
。 

市
川
と
す
ず
、
見
つ
め
合
う
。 

す
ず
、
覚
悟
を
決
め
た
よ
う
に
力
強
く
頷
く
。 

市
川
、
優
し
く
頷
き
返
す
。 

 

○
テ
レ
ビ
局
・
廊
下 

 
 

市
川
と
阿
佐
田
、
歩
い
て
い
る
。 

 
 

北
條
（3

0

）
、
二
人
の
前
方
で
待
っ
て
い
る
。 

 
 

市
川
、
北
條
に
気
づ
き
、
立
ち
止
ま
る
。 

市
川
「
北
條
じ
ゃ
な
い
か
」 

 
 

北
條
、
一
礼
し
、 

北
條
「
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 
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市
川
「
う
む
。
君
の
ほ
う
こ
そ
向
田
邦
子
賞
を
取
っ

た
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
お
め
で
と
う
」 

阿
佐
田
「
（
北
條
へ
）
上
の
人
間
た
ち
か
ら
最
近
君
の

評
判
を
聞
か
な
い
日
は
な
い
よ
」 

 
 

北
條
、
恐
縮
す
る
。 

北
條
「
賞
を
取
れ
た
の
は
先
輩
が
私
を
見
い
だ
し
て

く
れ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
」 

北
條
、
万
年
筆
の
入
っ
た
箱
を
差
し
出
す
。 

北
條
「
あ
な
た
へ
の
感
謝
の
印
で
す
」 

 
 

市
川
、
受
け
取
り
、 

市
川
「
（
笑
う
）
こ
れ
を
渡
す
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
待
っ

て
い
た
の
か
。
相
変
わ
ら
ず
律
儀
な
男
だ
な
。
う

む
。
万
年
筆
か
。
大
切
に
使
わ
せ
て
も
ら
う
よ
」 

北
條
「
で
は
私
は
こ
れ
で
」 

 
 

市
川
、
去
ろ
う
と
す
る
北
條
へ
、 

市
川
「
北
條
。
実
の
と
こ
ろ
、
感
謝
し
て
い
る
の
は

私
の
ほ
う
だ
。
才
能
あ
る
君
の
よ
う
な
好
敵
手
が

い
な
け
れ
ば
張
り
合
い
が
な
い
」 

北
條
、
涼
し
く
笑
い
、
颯
爽
と
去
る
。 

市
川
と
阿
佐
田
、
北
條
を
見
送
る
。 



- 23 - 

 

市
川
「
（
ぽ
つ
り
と
）3

月2
9

日
」 

阿
佐
田
「…

？
」 

市
川
「
す
ず
と
話
し
合
っ
て
決
め
た
。
１
ヶ
月
後
。

ち
ょ
う
ど
ド
ラ
マ
最
終
回
の
日
だ
」 

 
 

阿
佐
田
、
俄
に
表
情
が
変
わ
る
。 

市
川
「
ド
ラ
マ
直
前
に
ニ
ュ
ー
ス
速
報
。
視
聴
率
、

ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
な
（
と
笑
う
）
」 

 
 

市
川
、
歩
き
出
す
。 

 
 

阿
佐
田
、
無
言
で
後
に
続
く
。 

 
 

二
人
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
前
で
立
ち
止
ま
る
。 

市
川
「
と
め
な
い
の
か
？
」 

阿
佐
田
「…

長
い
付
き
合
い
だ
。
と
め
て
も
む
だ
だ

っ
て
こ
と
く
ら
い
わ
か
っ
て
る
」 

市
川
「
違
い
な
い
」 

阿
佐
田
「
い
ー
ち
ゃ
ん
。
送
別
会
を
さ
せ
て
く
れ
」 

市
川
「
構
わ
な
い
が
、
君
以
外
に
は
計
画
を
漏
ら
し

た
く
な
い
」 

阿
佐
田
「
森
を
呼
ぼ
う
。
あ
い
つ
は
信
用
で
き
る
」 

市
川
「
う
む
。
そ
れ
な
ら
北
條
も
呼
ぶ
か
」 

阿
佐
田
、
身
震
い
す
る
。 
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阿
佐
田
「…

そ
う
か
。
神
の
子
い
ー
ち
ゃ
ん
が
、
神

様
の
も
と
に
帰
る
日
が
き
た
の
か
」 

 
○
街
中
（
一
ヶ
月
後
・
夕
） 

ど
ん
よ
り
と
曇
っ
て
い
る
。 

ビ
ル
の
巨
大
モ
ニ
タ
ー
に
市
川
と
す
ず
の
姿
。 

以
下
の
文
字
が
表
示
さ
れ
る
。 

「
明
日
、
市
川
脚
本
の
ド
ラ
マ
が
い
よ
い
よ
最
終
回
」 

 

○
居
酒
屋
・
個
室 

市
川
、
阿
佐
田
、
森
、
北
條
の
四
人
、
座
っ
て

い
る
。 

森
、
ビ
ー
ル
片
手
に
号
泣
し
て
い
る
。 

森
「
市
川
さ
ん
！ 

俺
も
お
供
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
」 

 
 

阿
佐
田
、
し
ん
み
り
と
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
。 

森
「
阿
佐
田
さ
ん
！ 

悲
し
く
な
い
ん
で
す
か
！
」 

阿
佐
田
「
バ
カ
野
郎
。
い
ー
ち
ゃ
ん
と
は
「
金
田
市

川
少
年
の
事
件
簿
」
以
来
、
ず
っ
と
一
緒
に
や
っ

て
き
た
仲
だ
。
悲
し
く
な
い
わ
け
な
い
だ
ろ
う
」 

 
 

と
男
泣
き
す
る
。 
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市
川
、
北
條
の
グ
ラ
ス
に
酒
を
注
ぎ
、 

市
川
「
北
條
。
驚
か
せ
て
悪
か
っ
た
。
そ
う
い
う
わ

け
だ
か
ら
、
今
日
は
私
の
た
め
に
飲
ん
で
ほ
し
い
」 

北
條
「…

」 

市
川
「
自
決
が
作
品
に
命
を
与
え
る
。
映
像
畑
に
は

そ
の
自
覚
が
足
り
て
な
い
。
ス
タ
ン
リ
ー
キ
ュ
ー

ブ
リ
ッ
ク
は
自
決
で
終
わ
る
べ
き
だ
っ
た
」 

北
條
、
酒
の
注
が
れ
た
グ
ラ
ス
を
手
で
押
し
や

る
。 

北
條
「…

あ
な
た
ほ
ど
の
人
間
が
そ
ん
な
妄
言
を
口

に
す
る
と
は
よ
も
や
思
わ
な
か
っ
た
」 

 
 

市
川
、
思
わ
ず
北
條
を
見
て
、 

市
川
「
妄
言
？
」 

 
 

俄
に
場
が
凍
り
つ
く
。 

 
 

森
と
阿
佐
田
、
不
安
そ
う
に
様
子
を
見
つ
め
る
。 

北
條
「
え
え
。
妄
言
で
す
。
そ
れ
な
ら
あ
な
た
は
黒

澤
明
や
小
津
安
二
郎
の
作
品
に
は
命
が
宿
っ
て

い
な
い
と
い
う
の
か
」 

市
川
「
む
ろ
ん
だ
と
も
。
今
ま
さ
に
君
が
名
前
を
出

し
た
二
人
の
晩
年
を
見
た
ま
え
。
黒
澤
は
駄
作
を
、
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小
津
は
焼
き
直
し
を
量
産
し
た
。
そ
の
晩
年
の
人

生
が
、
彼
ら
の
全
盛
期
の
優
れ
た
る
作
品
群
か
ら

命
を
奪
い
取
っ
た
の
だ
」 

北
條
「
（
敢
然
と
）
作
品
は
作
家
の
全
生
命
が
凝
縮
さ

れ
た
も
の
だ
か
ら
偉
大
な
の
で
あ
っ
て
、
作
家
の

最
期
な
ど
は
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

市
川
「
北
條
。
君
は
映
画
一
辺
倒
で
文
学
を
知
ら
な

い
の
だ
。
芥
川
の
苦
悩
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
だ

か
ら
作
品
と
人
生
を
切
り
離
し
た
が
る
」 

北
條
「
死
で
価
値
が
変
わ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
薄
っ

ぺ
ら
い
も
の
が
文
学
な
ら
ば
私
は
知
り
た
い
と

も
思
わ
な
い
」 

市
川
、
ぎ
ろ
り
と
北
條
を
睨
む
。 

森
「
（
動
揺
し
て
）
ま
あ
ま
あ
。
少
し
落
ち
着
い
て
」 

阿
佐
田
「
北
條
君
、
君
は
大
人
げ
な
い
ぞ
」 

 
 

市
川
、
酒
を
あ
お
り
、 

市
川
「…

て
っ
き
り
私
の
た
め
に
涙
を
流
し
、
酒
を

飲
ん
で
く
れ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
と
ん
だ
見
込

み
違
い
だ
っ
た
よ
」 

北
條
「
そ
ん
な
言
い
方
は
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
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私
は
あ
な
た
を
尊
敬
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
と

あ
な
た
の
考
え
に
反
対
す
る
こ
と
は
別
だ
。
そ
れ

が
わ
か
ら
な
い
あ
な
た
で
は
な
い
で
し
ょ
う
」 

阿
佐
田
「
（
諫
め
る
）
北
條
君
」 

市
川
「
よ
ろ
し
い
。
遺
書
に
は
君
に
は
今
後
一
切
仕

事
を
与
え
な
い
よ
う
書
き
残
し
て
お
こ
う
。
つ
い

で
に
君
は
真
面
目
だ
け
が
取
り
柄
の
、
何
の
才
も

な
い
、
三
流
脚
本
家
だ
っ
た
と
、
私
か
ら
の
評
論

も
付
け
加
え
て
お
く
」 

 
 

市
川
、
座
っ
た
ま
ま
の
北
條
を
睨
み
つ
け
、 

市
川
「
何
を
し
て
い
る
。
今
す
ぐ
帰
り
た
ま
え
」 

 
 

北
條
、
立
ち
上
が
り
、 

北
條
「…

我
々
脚
本
家
は
時
と
し
て
身
の
丈
を
忘
れ

る
こ
と
が
あ
る
」 

市
川
「…

？
」 

北
條
「
そ
れ
は
物
語
を
創
造
す
る
全
知
全
能
の
神
に

な
れ
る
か
ら
だ
。
先
輩
。
あ
な
た
の
企
み
は
人
間

の
驕
り
で
あ
り
、
こ
の
世
界
の
創
造
主
に
対
す
る

冒
涜
に
他
な
ら
な
い
！
」 

市
川
「
帰
れ
と
い
っ
て
い
る
！
」 
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北
條
、
か
っ
と
な
っ
て
出
て
い
く
。 

 
 

森
と
阿
佐
田
、
沈
黙
し
て
い
る
。 

市
川
「…

取
り
乱
し
て
す
ま
な
か
っ
た
」 

 
 

市
川
、
優
し
く
二
人
の
顔
を
見
回
す
。 

市
川
「
君
た
ち
は
私
の
た
め
に
涙
を
流
し
て
く
れ
た
。

私
は
君
ら
の
た
め
に
あ
の
世
で
恵
み
の
雨
を
降

ら
す
と
約
束
し
よ
う
」 

森
「
（
涙
ぐ
む
）
市
川
さ
ん…
」 

市
川
「
（
明
る
く
）
さ
。
飲
ん
で
く
れ
。
今
宵
は
大
い

に
楽
し
も
う
じ
ゃ
な
い
か
」 

 

○
市
川
邸
の
外
（
夜
） 

雨
が
降
っ
て
い
る
。 

一
台
の
高
級
車
が
門
の
前
に
と
ま
る
。 

 
 

車
か
ら
市
川
が
降
り
て
く
る
。 

ず
ぶ
濡
れ
の
ま
ゆ
み
が
門
の
前
で
土
下
座
を
し

て
い
る
。 

市
川
「
（
気
づ
い
て
）…

君
は
」 

ま
ゆ
み
「
市
川
様
へ
の
非
礼
を
お
詫
び
し
た
く
て
」 

市
川
、
優
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
、 
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市
川
「…

ず
ぶ
濡
れ
じ
ゃ
な
い
か
。
立
つ
ん
だ
」 

ま
ゆ
み
「
い
い
え
。
市
川
様
に
お
許
し
い
た
だ
け
る

ま
で
こ
う
し
て
お
り
ま
す
」 

 
 

森
と
阿
佐
田
、
車
か
ら
降
り
て
く
る
。 

森
「
何
し
て
る
ん
だ
！ 

市
川
さ
ん
は
な
！ 

市
川

さ
ん
は
！
」 

 
 

市
川
、
森
を
制
し
て
、 

市
川
「
立
ち
な
さ
い
。
あ
の
と
き
は
意
地
悪
を
し
て

悪
か
っ
た
な
」 

ま
ゆ
み
、
土
下
座
し
た
ま
ま
動
か
な
い
。 

市
川
「
（
森
へ
）
私
か
ら
君
に
最
後
の
頼
み
だ
。
こ
の

子
を
大
切
に
育
て
て
ほ
し
い
」 

森
「…

は
い
（
と
涙
ぐ
む
）
」 

市
川
「
そ
れ
じ
ゃ
、
私
は
こ
れ
で
」 

 
 

市
川
、
門
へ
と
歩
き
出
す
。 

阿
佐
田
の
声
「
敬
礼
！
」 

 
 

市
川
、
振
り
返
る
。 

 
 

三
人
、
ど
し
ゃ
降
り
の
中
で
敬
礼
し
て
い
る
。 

阿
佐
田
「
市
川
様
、
ご
武
運
を
！
」 
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○
市
川
家
・
書
斎
（
深
夜
） 

市
川
、
机
で
遺
書
を
書
い
て
い
る
。 

市
川
の
声
「
愛
す
る
絵
理
子
へ
」 

 

○
同
・
居
間 

 
 

和
服
姿
の
絵
理
子
、
編
み
物
を
し
て
い
る
。 

市
川
の
声
「
数
々
の
女
優
と
浮
き
名
を
流
し
て
き
た

私
だ
が
、
ど
れ
も
遊
び
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
緒

に
死
ぬ
女
も
同
じ
だ
。
君
だ
け
が
我
が
心
の
光
。

心
で
は
君
と
死
ぬ
つ
も
り
で
い
る
。
詩
人
ア
ル
チ

ュ
ー
ル
ラ
ン
ボ
ー
は
海
と
太
陽
の
つ
が
い
を
永

遠
と
呼
ん
だ
。
私
の
永
遠
は
君
そ
の
も
の
。
私
が

海
で
、
君
が
太
陽
。
ど
う
か
お
元
気
で
」 

 

○
市
川
の
実
家
・
居
間 

 
 

誠
一
と
知
江
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
。 

市
川
の
声
「
父
と
母
へ
。
明
日
、
私
は
神
の
も
と
に

帰
り
ま
す
。
悲
し
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
笑
っ
て

く
だ
さ
い
。
死
は
幸
福
そ
の
も
の
で
す
。
私
は
死

に
よ
っ
て
永
遠
の
命
を
手
に
入
れ
る
の
で
す
」 
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 ○

同
・
吉
子
の
寝
室 

 
 

吉
子
、
ベ
ッ
ド
で
眠
っ
て
い
る
。 

市
川
の
声
「
大
好
き
な
お
婆
ち
ゃ
ん
、
今
ま
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
か
泣
か
な
い
で
。
孫
の

選
ん
だ
道
を
信
じ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か
あ
な
た

が
そ
の
生
を
終
え
た
と
き
、
あ
な
た
が
そ
う
し
て

く
れ
た
よ
う
に
、
私
も
愛
情
と
真
心
を
も
っ
て
あ

な
た
を
お
出
迎
え
し
ま
す
」 

 

○
書
斎 

 
 

市
川
、
筆
を
お
く
。 

市
川
、
立
ち
上
が
る
。 

市
川
、
遺
書
を
金
庫
に
し
ま
う
。 

 

○
車
内
（
翌
日
） 

 
 

市
川
、
運
転
し
て
い
る
。 

 
 

助
手
席
に
す
ず
。 

 

○
人
気
の
な
い
湖
畔 
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市
川
の
車
、
や
っ
て
く
る
。 

車
、
停
ま
る
。 

 
○
市
川
邸
・
居
間
（
夜
） 

 
 

テ
レ
ビ
が
つ
い
て
い
る
。 

 
 

警
報
音
と
と
も
に
以
下
の
テ
ロ
ッ
プ
。 

「
ニ
ュ
ー
ス
速
報
」 

「
脚
本
家
の
市
川
舟
平
（3

9

）
と
女
優
の
広
瀬

す
ず
（2

5

）
が
心
中
自
殺
」 

 

○
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
記
事
（
翌
日
） 

以
下
の
文
字
が
飛
び
交
う
。 

「
売
れ
っ
子
脚
本
家
市
川
舟
平
と
ト
ッ
プ
女
優

広
瀬
す
ず
、
相
模
湖
で
心
中
を
図
る
」 

「
車
内
に
は
練
炭
。
女
優
の
み
死
亡
」 

「
市
川
は
意
識
不
明
の
重
体
」 

「
ド
ラ
マ
最
終
回
の
視
聴
率
は7

0

％
」 

 

○
居
酒
屋
・
店
内
（
二
週
間
後
） 

阿
佐
田
、
森
、
ま
ゆ
み
、
テ
ー
ブ
ル
席
で
飲
ん
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で
い
る
。 

森
「
報
道
デ
ス
ク
の
人
間
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
意

識
は
取
り
戻
し
ま
し
た
が
、
気
が
狂
っ
た
と
も
っ

ぱ
ら
の
噂
で
す
」 

 
 

阿
佐
田
、
し
ん
み
り
と
酒
を
飲
み
、 

阿
佐
田
「…

完
璧
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
い
ー
ち
ゃ

ん
が
、
最
後
の
最
後
で
ヘ
マ
を
し
ち
ま
う
と
は
な
」 

 
 

三
人
、
う
つ
む
く
。 

 

○
大
学
病
院
・
病
室 

 
 

市
川
、
ベ
ッ
ド
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

絵
理
子
、
市
川
の
爪
を
切
っ
て
や
っ
て
い
る
。 

 
 

市
川
、
置
か
れ
て
い
た
手
鏡
を
の
ぞ
き
込
む
。 

市
川
「
な
ぜ
だ
？ 

な
ぜ
お
前
は
生
き
て
い
る
？
」 

 
 

絵
理
子
、
鏡
へ
語
り
か
け
る
市
川
へ
、 

絵
理
子
「
あ
な
た
、
し
っ
か
り
し
て
」 

 
 

市
川
、
絵
理
子
の
体
を
は
ね
飛
ば
す
。 

 
 

市
川
、
鏡
を
睨
み
つ
け
、 

市
川
「
お
前
は
死
ん
だ
は
ず
だ
。
お
前
は
誰
だ
？
」 
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○
同
・
診
断
室
（
数
日
後
） 

絵
理
子
、
市
川
の
母
知
江
、
父
誠
一
の
三
人
、

医
師
か
ら
話
を
聞
い
て
い
る
。 

医
師
「
体
の
ほ
う
の
回
復
は
順
調
で
す
。
早
晩
退
院

も
可
能
で
し
ょ
う
。
し
か
し
彼
は
妄
想
に
取
り
付

か
れ
て
い
ま
す
。
奥
さ
ん
が
以
前
彼
か
ら
聞
い
た

と
い
う
彼
に
瓜
二
つ
の
家
出
人
と
、
鏡
に
映
っ
た

自
分
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
」 

 

○
市
川
邸
・
玄
関
（
一
週
間
後
） 

市
川
、
大
き
な
カ
バ
ン
を
抱
え
た
知
江
と
誠
一

に
連
れ
添
わ
れ
て
歩
い
て
い
る
。 

市
川
「
（
怪
訝
そ
う
に
）
絵
理
子
は
ど
う
し
た
？
」 

知
江
「
（
寂
し
く
）
少
し
体
調
を
崩
し
て
実
家
へ
戻
っ

た
の
」 

誠
一
「
舟
平
。
お
前
が
元
気
に
な
る
ま
で
、
し
ば
ら

く
は
俺
た
ち
も
こ
こ
に
暮
ら
す
こ
と
に
し
た
」 

 

○
同
・
居
間 

室
内
に
あ
る
鏡
が
布
で
覆
わ
れ
て
い
る
。 
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○
同
・
書
斎
（
夜
） 

 
 

市
川
、
机
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

市
川
、
ふ
と
窓
を
見
る
。 

 
 

暗
闇
に
覆
わ
れ
た
窓
に
市
川
の
顔
が
映
し
出
さ

れ
て
い
る
。 

市
川
「…

な
ぜ
お
前
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ
」 

市
川
、
立
ち
上
が
り
、
窓
の
前
に
立
つ
。 

市
川
「
（
か
っ
と
な
り
）
お
前
は
ホ
モ
で
、
マ
ザ
コ
ン

で
、
童
貞
で
、
無
職
で
、
ア
ル
中
で
、S
N

S

に
誹

謗
中
傷
を
書
き
込
む
し
か
能
の
な
い
ク
ズ
だ
！
」 

 

○
同
・
廊
下 

 
 

知
江
と
誠
一
、
書
斎
の
前
に
立
っ
て
い
る
。 

室
内
か
ら
市
川
の
怒
号
。 

市
川
の
声
「
市
川
！ 

な
ぜ
黙
っ
て
る
！
」 

 
 

知
江
、
誠
一
に
す
が
り
つ
く
よ
う
に
泣
き
崩
れ

る
。 

 

○
同
・
書
斎
（
翌
日
） 
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机
の
上
に
手
鏡
が
置
か
れ
て
い
る
。 

市
川
、
椅
子
に
座
り
、
鏡
に
映
る
自
分
を
手
持

ち
無
沙
汰
に
眺
め
て
い
る
。 

市
川
、
お
も
む
ろ
に
立
ち
上
が
る
。 

市
川
「…
よ
ろ
し
い
」 

 

市
川
、
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て
鏡
へ
見
せ
る
。 

画
面
に
は
以
下
の
ツ
イ
ー
ト
が
並
ん
で
い
る
。 

「
市
川
は
恵
ま
れ
て
る
か
ら
成
功
し
た
だ
け
」 

「
市
川
は
強
者
の
論
理
を
振
り
か
ざ
す
ク
ズ
」 

市
川
「
（
鏡
へ
）
市
川
。
私
へ
の
誹
謗
中
傷
で
今
す
ぐ

お
前
を
警
察
に
突
き
出
す
こ
と
も
可
能
だ
が
、
一

つ
余
興
を
す
る
と
し
よ
う
」 

 

○
テ
レ
ビ
局
・
ス
タ
ジ
オ
（
翌
日
） 

 
 

森
と
ス
タ
ッ
フ
、
機
材
の
片
付
け
を
し
て
い
る
。 

 
 

阿
佐
田
、
や
っ
て
く
る
。 

森
「
お
疲
れ
様
で
す
」 

阿
佐
田
「
ち
ょ
っ
と
い
い
か
」 

 

○
同
・
食
堂 
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阿
佐
田
、
森
、
ま
ゆ
み
、
食
べ
て
い
る
。 

森
「
弾
劾
裁
判
？
」 

阿
佐
田
「
い
ー
ち
ゃ
ん
に
頼
ま
れ
て
な
。
市
川
の
過

去
を
調
べ
て
く
れ
と
」 

森
「
市
川
さ
ん
の
過
去
を
？
」 

阿
佐
田
「
（
頭
を
か
き
）
つ
ま
り
、
い
ー
ち
ゃ
ん
が
妄

想
で
鏡
の
自
分
と
重
ね
ち
ま
っ
て
る
行
方
不
明

の
男
、
そ
の
男
の
こ
と
だ
」 

森
「
で
も
、
調
べ
て
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？
」 

阿
佐
田
「
そ
の
男
の
人
生
を
暴
き
出
し
て
、
自
ら
の

手
で
裁
い
て
や
ろ
う
っ
て
腹
積
も
り
ら
し
い
。
正

気
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
い
ー
ち
ゃ
ん
は
」 

 
 

三
人
、
寂
し
げ
に
う
つ
む
く
。 

ま
ゆ
み
「…

あ
れ
か
ら
市
川
さ
ん
、
奥
さ
ん
に
も
出

て
い
か
れ
た
ん
で
す
よ
ね
」 

森
「
局
員
た
ち
も
一
斉
に
手
の
ひ
ら
返
し
で
、
今
で

は
誰
も
市
川
さ
ん
の
こ
と
は
口
に
し
ま
せ
ん
し
」 

阿
佐
田
「…

い
ー
ち
ゃ
ん
は
負
け
た
ん
だ
よ
。
負
け

た
奴
か
ら
は
み
ん
な
去
っ
ち
ま
う
ん
だ
」 

森
、
ま
ゆ
み
「…

」 
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阿
佐
田
、
二
人
を
見
て
、 

阿
佐
田
「
い
ー
ち
ゃ
ん
へ
の
置
き
土
産
だ
。
ア
イ
ツ

の
気
が
済
む
よ
う
、
そ
の
男
の
過
去
を
徹
底
的
に

調
べ
て
や
っ
て
く
れ
」 

 

○
市
川
邸
・
大
広
間
（
二
週
間
後
） 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
で
「
二
週
間
後
」
。 

広
い
室
内
の
中
央
に
大
き
な
鏡
。 

市
川
、
椅
子
に
座
り
、
鏡
と
対
峙
し
て
い
る
。 

室
内
に
は
他
に
、
ま
ゆ
み
、
森
、
知
江
、
誠
一
、

医
師
の5

人
。 

市
川
「
（
森
へ
）
は
じ
め
て
く
れ
」 

 
 

森
、
頷
き
、
ま
ゆ
み
を
促
す
。 

ま
ゆ
み
「
こ
れ
か
ら
読
み
上
げ
る
報
告
書
は
、
市
川

が
実
家
に
残
し
た
日
記
及
びS

N
S

の
投
稿
、
そ
し

て
市
川
の
母
親
へ
の
取
材
記
録
に
基
づ
い
た
も

の
に
な
り
ま
す
」 

 
 

ま
ゆ
み
、
持
っ
て
い
た
資
料
を
め
く
り
、 

ま
ゆ
み
「
（
読
む
）
市
川
舟
平
、
以
下
市
川
は

1
9

8
4

年1
1

月1
8

日
、
東
京
都
稲
城
市
の
病
院
に
て
三
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人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。33

0
0

グ

ラ
ム
あ
る
元
気
な
赤
ん
坊
で
し
た
が
、1

歳
の
時

に
ア
ト
ピ
ー
と
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発
症
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
市
川
の
人
生
に
暗
い
影
を
落
と
し
、

1
0

代
の
終
わ
り
に
書
か
れ
た
市
川
の
日
記
に
は

「
俺
を
苦
し
め
る
手
枷
と
足
枷
」
と
綴
ら
れ
て
い

ま
す
」 

 
 

市
川
、
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
る
。 

 

○
コ
ン
ビ
ニ
の
前
（
回
想
） 

 
 

今
川
焼
き
の
移
動
販
売
車
が
停
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

市
川
（9

）
、
友
人
ら
と
今
川
焼
き
を
買
っ
て
い

る
。 

 
 

市
川
、
不
安
げ
な
顔
で
今
川
焼
き
を
受
け
取
る
。 

ま
ゆ
み
の
声
「
市
川
に
と
っ
て
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
は
内

面
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
あ
り
」 

友
人
ら
、
今
川
焼
き
を
食
べ
始
め
る
。 

市
川
、
今
川
焼
き
を
一
口
食
べ
る
。 

市
川
、
今
川
焼
き
を
口
に
含
ん
だ
ま
ま
友
人
ら

の
ほ
う
へ
目
線
を
走
ら
せ
る
と
、
気
づ
か
れ
ぬ
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よ
う
物
陰
へ
い
く
。 

市
川
、
口
か
ら
今
川
焼
き
を
吐
き
出
す
。 

市
川
、
ま
ご
つ
き
な
が
ら
残
り
の
今
川
焼
き
も

捨
て
る
。 

ま
ゆ
み
の
声
「
市
川
は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
恥
ず
か
し
い

も
の
と
思
い
、
学
校
の
行
事
で
ケ
ー
キ
な
ど
の
卵

料
理
が
出
さ
れ
る
日
は
理
由
を
つ
け
て
休
ん
で

い
た
と
い
い
ま
す
」 

 

○
（
戻
っ
て
）
大
広
間 

ま
ゆ
み
「
市
川
は
ア
ト
ピ
ー
に
よ
り
生
じ
た
膝
の
裏

の
黒
ず
み
に
も
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
き
、
肌
を

露
出
す
る
こ
と
を
極
度
に
嫌
い
ま
し
た
。
市
川
が

手
枷
と
足
枷
と
呼
ぶ
内
面
と
外
見
、
こ
の
二
つ
の

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
引
っ
込
み
思
案
な
性
格
の

市
川
を
さ
ら
に
殻
の
中
へ
と
向
か
わ
せ
ま
し
た
」 

 
 

市
川
、
怪
訝
そ
う
に
首
を
傾
げ
、 

市
川
「
治
療
は
ど
う
し
た
の
だ
？ 

不
治
の
病
で
も

あ
る
ま
い
」 

ま
ゆ
み
「
こ
の
後
に
述
べ
ま
す
が
、
市
川
は
病
気
を
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放
置
さ
れ
て
育
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
長
年
の

間
本
人
は
治
療
不
可
能
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た

よ
う
で
す
」 

市
川
「
（
押
し
黙
り
）…

続
け
ろ
」 

 
 

森
、
資
料
を
手
に
一
歩
前
に
出
る
。 

森
「
（
読
む
）
次
に
市
川
の
家
庭
環
境
に
関
し
て
で
す

が
、
市
川
は
小
学3
年
生
の
時
、
父
親
と
祖
母
を

立
て
続
け
に
失
っ
て
い
ま
す
」 

 

○
市
川
家
・
門
の
前
（
回
想
） 

 
 

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
市
川
、
帰
っ
て
く
る
。 

 
 

玄
関
の
ド
ア
が
開
け
放
た
れ
て
い
る
。 

市
川
「…

？
」 

誠
一
（4

2

）
、
玄
関
の
床
に
仰
向
け
に
寝
そ
べ
り
、

額
に
大
き
な
瘤
を
作
っ
て
喘
い
で
い
る
。 

市
川
、
ぎ
ょ
っ
と
す
る
。 

知
江
（3

9

）
、
慌
て
た
様
子
で
部
屋
を
行
き
来
し

て
い
る
。 

救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
の
音
が
近
づ
く
。 

森
の
声
「
調
理
師
だ
っ
た
市
川
の
父
親
は
仕
事
で
悩
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ん
で
お
り
、
酒
に
酔
っ
て
灰
皿
に
頭
を
打
ち
付
け
、

数
日
後
に
病
院
で
亡
く
な
り
ま
す
」 

 

市
川
、
居
間
で
ラ
ン
ド
セ
ル
を
下
ろ
し
、
テ
レ

ビ
を
つ
け
る
。 

市
川
、
う
わ
の
そ
ら
で
テ
レ
ビ
を
眺
め
る
。 

 

○
同
・
和
室 

 
 

喪
服
の
市
川
、
知
江
、
吉
子
（7

1

）
と
、
そ
の

他
親
戚
な
ど
の
姿
が
あ
る
。 

 
 

室
内
に
棺
。 

 
 

棺
の
開
い
た
扉
の
中
に
菊
に
囲
ま
れ
た
誠
一
の

死
に
顔
。 

森
の
声
「
市
川
は
父
親
を
愛
し
て
い
ま
し
た
。
父
親

と
出
か
け
た
西
武
球
場
。
父
親
か
ら
教
わ
っ
た
ポ

ー
カ
ー
ゲ
ー
ム
。
父
親
と
の
思
い
出
が
市
川
の
中

に
甘
美
な
も
の
と
し
て
残
り
続
け
ま
す
」 

 

○
（
戻
っ
て
）
大
広
間 

森
「
長
男
坊
だ
っ
た
市
川
は
祖
母
に
可
愛
が
ら
れ
て

育
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
祖
母
も
父
親
の
死
か
ら
半
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年
後
に
肺
癌
に
よ
っ
て
他
界
し
ま
す
」 

ま
ゆ
み
「
度
重
な
る
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
市
川
は
、

以
降
強
迫
観
念
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
」 

市
川
「
強
迫
観
念
？
」 

ま
ゆ
み
「
市
川
は
何
か
の
本
で
、
鏡
が
割
れ
る
の
は

不
吉
な
前
兆
で
は
な
く
鏡
が
自
分
の
身
代
わ
り

に
な
っ
て
く
れ
た
幸
運
の
印
、
と
い
う
話
を
読
み
、

何
か
悪
い
こ
と
が
起
き
る
の
で
は
と
不
安
感
に

駆
ら
れ
る
都
度
、
鏡
を
割
る
と
い
う
奇
妙
な
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
す
」 

 

○
市
川
家
・
市
川
の
部
屋
（
回
想
） 

 
 

市
川
（9

）
、
手
鏡
を
手
に
し
て
立
っ
て
い
る
。 

 
 

市
川
、
鏡
か
ら
手
を
離
す
。 

鏡
、
床
に
落
ち
て
粉
々
に
割
れ
る
。 

市
川
、
割
れ
た
破
片
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。 

 

○
（
戻
っ
て
）
大
広
間 

ま
ゆ
み
「
父
と
祖
母
の
死
後
、
頼
れ
る
の
は
母
親
の
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み
に
な
り
ま
す
が
、
市
川
の
日
記
に
は
、
当
時
の

母
親
は
情
緒
不
安
定
で
、
自
分
の
心
を
弄
ぶ
か
の

よ
う
に
、
癌
に
な
っ
た
と
死
を
ほ
の
め
か
し
た
り
、

お
前
は
マ
ザ
コ
ン
だ
と
罵
倒
す
る
な
ど
、
そ
う
し

た
仕
打
ち
へ
の
恨
み
節
が
滔
々
と
書
き
綴
ら
れ

て
い
ま
す
」 

森
「
こ
の
母
親
に
関
し
て
、
市
川
は
一
筋
縄
で
は
い

か
な
い
複
雑
な
感
情
を
抱
い
て
お
り
、
愛
憎
の
ゆ

ら
め
き
の
中
で
常
に
葛
藤
と
戦
っ
て
い
ま
し
た
。

感
情
を
抑
え
て
き
た
市
川
で
し
た
が
、10

代
半
ば

に
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
は
治

療
が
可
能
と
知
っ
た
と
き
、
も
し
母
親
が
放
置
せ

ず
病
院
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
な
ら
、
数
々
の

惨
め
な
思
い
を
せ
ず
に
済
ん
だ
の
で
は
、
と
母
親

へ
の
憎
し
み
を
爆
発
さ
せ
ま
す
」 

ま
ゆ
み
「
こ
の
件
を
母
親
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
母
親

は
病
院
に
連
れ
て
い
こ
う
と
し
た
も
の
の
父
親

が
そ
れ
を
拒
否
し
た
と
答
え
て
い
ま
す
。
母
親
は

市
川
に
も
そ
の
事
実
を
伝
え
た
が
、
市
川
は
信
じ

な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
愛
す
る
父
親
に
よ
る
ネ
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グ
レ
ク
ト
と
い
う
事
実
を
市
川
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
す
」 

森
「
劣
等
感
と
強
迫
観
念
に
ま
み
れ
た

1
0

代
を
過

ご
し
た
市
川
は
、
高
校
卒
業
後
、
力
尽
き
た
よ
う

に
家
に
こ
も
り
、
こ
こ
か
ら
数
年
間
に
わ
た
る
長

い
引
き
こ
も
り
生
活
が
は
じ
ま
り
ま
す
」 

 

○
市
川
家
・
市
川
の
部
屋
（
回
想
） 

 
 

カ
ー
テ
ン
の
閉
め
切
ら
れ
た
薄
暗
い
室
内
。 

 
 

市
川
、
文
庫
本
を
読
ん
で
い
る
。 

森
の
声
「
薄
暗
が
り
の
部
屋
の
中
で
市
川
に
と
っ
て

小
説
が
救
い
と
な
り
ま
し
た
。
文
学
小
説
を
読
み

漁
り
、
無
頼
派
作
家
色
川
武
大
と
夭
折
の
天
才
北

條
民
雄
に
傾
倒
し
ま
す
」 

 
 

市
川
、
ノ
ー
ト
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
い
る
。 

森
の
声
「
同
時
に
市
川
は
過
去
の
出
来
事
な
ど
を
記

録
し
た
日
記
を
つ
け
は
じ
め
ま
す
。
そ
の
中
で
市

川
は
、
自
分
は
多
く
の
労
力
を
余
計
な
こ
と
に
費

や
し
て
き
た
、
学
校
で
は
逃
げ
場
を
探
す
こ
と
に

必
死
に
な
り
、
家
で
は
母
親
の
顔
色
を
伺
い
、
意
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味
の
な
い
強
迫
行
為
に
と
り
つ
か
れ
、
い
た
ず
ら

に
精
神
を
消
耗
さ
せ
た
。
人
間
に
は
努
力
で
き
る

人
間
と
そ
う
で
な
い
人
間
の
二
種
類
い
て
、
ど
ち

ら
に
所
属
で
き
る
か
、
そ
れ
は
運
で
決
ま
る
、
と

書
き
綴
っ
て
い
ま
す
」 

 

○
（
戻
っ
て
）
大
広
間 

 
 

市
川
、
鼻
で
笑
う
。 

 
 

一
同
、
困
惑
す
る
。 

市
川
「
実
に
不
快
だ
。
い
や
、
不
快
を
通
り
越
し
て

犯
罪
だ
よ
」 

 
 

市
川
、
立
ち
上
が
る
。 

市
川
「
な
る
ほ
ど
。
話
を
聞
い
た
限
り
、
少
し
ば
か

り
の
不
運
や
不
幸
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
身

近
な
人
間
の
死
は
さ
ぞ
か
し
辛
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
そ
れ
を
い
つ
ま
で
嘆
い
て
い
る
の
だ
。
不
幸
だ

か
ら
と
い
っ
て
社
会
に
甘
え
て
い
い
わ
け
で
は

な
い
。
世
の
中
に
は
お
前
よ
り
も
不
幸
な
境
遇
で

育
ち
、
社
会
の
中
で
必
死
に
努
力
し
て
い
る
人
間

は
山
ほ
ど
い
る
。
市
川
、
お
前
は
た
だ
努
力
を
し
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な
い
言
い
訳
を
作
っ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。
病
気

の
治
療
が
可
能
で
あ
る
と
気
づ
い
た
の
な
ら
、
な

ぜ
前
を
向
か
な
い
の
だ
。
母
親
の
せ
い
だ
と
？ 

論
外
だ
よ
。
片
親
で
三
人
の
子
供
を
育
て
る
母
親

の
重
圧
を
考
え
ろ
。
長
男
な
ら
母
親
を
支
え
る
の

が
当
然
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、
引
き
こ
も
り
だ
と
？
」 

 
 

市
川
、
鏡
の
前
に
立
つ
。 

市
川
、
自
分
の
姿
を
睨
み
つ
け
、 

市
川
「
市
川
。
甘
え
る
の
も
い
い
加
減
に
し
た
ま
え
。

お
前
の
歪
ん
だ
ロ
ジ
ッ
ク
は
人
に
責
任
を
な
す

り
つ
け
る
た
め
の
詭
弁
で
あ
り
、
惨
め
な
人
生
も
、

現
状
の
有
り
様
も
、
そ
の
一
切
が
努
力
不
足
か
ら

く
る
自
己
責
任
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
！
（
と
鏡

を
殴
る
）
」 

鏡
が
ひ
び
割
れ
る
。 

市
川
、
こ
め
か
み
を
押
さ
え
て
顔
を
歪
め
る
。 

医
師
、
市
川
の
様
子
を
見
て
、 

医
師
「
少
し
休
み
ま
し
ょ
う
」 

 

○
同
・
廊
下 
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森
と
ま
ゆ
み
、
窓
を
見
つ
め
て
立
っ
て
い
る
。 

 
 

空
に
黒
い
雲
が
立
ち
こ
め
て
い
る
。 

ま
ゆ
み
「…

悲
惨
な
人
生
で
す
よ
ね
」 

 
 

森
、
資
料
に
貼
ら
れ
た
市
川
の
顔
写
真
を
見
て
、 

森
「
近
影
が
高
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
。
そ
れ
が
こ
の

男
の
人
生
を
物
語
っ
て
る
よ
」 

 

○
同
・
居
間 

一
同
、
集
ま
っ
て
い
る
。 

市
川
、
ひ
び
割
れ
た
鏡
の
前
に
座
っ
て
い
る
。 

森
「
（
資
料
を
読
む
）
引
き
こ
も
り
か
ら
脱
し
た

2
0

代
前
半
、
市
川
は
宅
配
業
者
の
倉
庫
で
仕
分
け
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
す
が
、
そ
こ
で
最
初
で
最

後
の
恋
を
し
ま
す
。
名
を
絵
理
子
と
い
い
ま
す
」 

市
川
「
（
反
応
し
）
絵
理
子
だ
と
？
」 

森
「
こ
の
絵
理
子
と
い
う
存
在
で
す
が
、
市
川
の
日

記
に
は
登
場
す
る
も
の
の
、
実
在
す
る
人
物
な
の

か
我
々
の
調
べ
で
は
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
」 
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○
駅
の
ホ
ー
ム
（
回
想
） 

 
 

市
川
（2

3

）
と
小
林
絵
理
子
（2

3

）
、
電
車
を
待

っ
て
い
る
。 

絵
理
子
「
い
ー
ち
ゃ
ん
っ
て
音
楽
と
か
聞
く
？
」 

市
川
「
あ
、
は
い
」 

絵
理
子
「
（
笑
う
）
な
ん
で
敬
語
？
」 

市
川
「
あ
、
う
ん
」 

絵
理
子
「
好
き
な
歌
手
と
か
い
る
？
」 

市
川
「…

Z
A

R
D

と
か
小
松
未
歩
と
か
」 

絵
理
子
「
ふ
ー
ん
」 

市
川
「
あ
、
好
き
な
歌
手
い
る
の
？
」 

絵
理
子
「
清
春
！
」 

市
川
「
（
思
わ
ず
）
清
春
っ
て
黒
夢
の
？
」 

絵
理
子
「
よ
く
知
っ
て
る
ね
」 

市
川
「
黒
夢
好
き
だ
っ
た
か
ら
」 

お
互
い
、
不
思
議
そ
う
に
見
つ
め
る
。 

森
の
声
「
き
っ
か
け
は
バ
イ
ト
帰
り
の
何
気
な
い
会

話
で
し
た
。
二
人
が
好
き
だ
っ
た
歌
手
の
清
春
が

共
通
点
と
な
り
、
仲
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
」 
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○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
・
中 

テ
レ
ビ
が
置
か
れ
た
個
室
。 

絵
理
子
と
市
川
、
ソ
フ
ァ
ー
に
も
た
れ
て
映
画

「2
0

0
1

年
宇
宙
の
旅
」
を
観
て
い
る
。 

絵
理
子
「
１
コ
マ
１
コ
マ
が
絵
画
み
た
い
」 

市
川
、
ぎ
こ
ち
な
く
頷
く
。 

絵
理
子
、
リ
モ
コ
ン
で
一
時
停
止
し
、 

絵
理
子
「
（
映
像
美
を
指
さ
し
て
）
い
ー
ち
ゃ
ん
。
す

ご
く
な
い
？
」 

森
の
声
「
絵
理
子
は
市
川
を
い
ー
ち
ゃ
ん
と
呼
び
、

内
気
な
市
川
を
弟
の
よ
う
に
可
愛
が
り
ま
し
た
」 

 ○
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
・
中 

 
 

人
で
溢
れ
か
え
っ
た
客
席
。 

 
 

市
川
と
絵
理
子
、
ビ
ー
ル
片
手
に
立
っ
て
い
る
。 

 
 

遠
く
か
ら
、
清
春
ー
、
と
叫
ぶ
客
の
声
。 

絵
理
子
「
（
叫
ぶ
）
清
春
ー
！
」 

 
 

絵
理
子
、
市
川
へ
、 

絵
理
子
「
い
ー
ち
ゃ
ん
も
叫
べ
ば
」 

市
川
「…

き
よ
は
る
」 
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絵
理
子
「
ち
っ
さ
（
と
笑
う
）
」 

ま
ゆ
み
の
声
「
市
川
に
と
っ
て
初
め
て
の
ラ
イ
ブ
。

初
め
て
の
ビ
ー
ル
。
絵
理
子
と
の
ラ
イ
ブ
は
市
川

に
と
っ
て
永
遠
に
輝
く
思
い
出
と
な
り
ま
す
」 

 

○
（
戻
っ
て
）
大
広
間 

森
「
絵
理
子
と
の
交
流
を
綴
っ
た
日
記
は
約
２
ヶ
月

続
き
ま
す
が
、
突
如
と
し
て
途
絶
え
ま
す
」 

ま
ゆ
み
「
最
後
の
日
記
に
は
「
呪
わ
れ
た
肉
体
で
は

可
能
な
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
」
と
あ
り
ま
す
。

絵
理
子
と
の
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
、
我
々
は
知

る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
以
降
、
市
川
の
日

記
か
ら
絵
理
子
の
存
在
が
消
え
ま
す
」 

森
「
そ
れ
か
ら
少
し
の
ち
、
市
川
は
母
親
と
決
別
し
、

一
人
暮
ら
し
を
し
て
お
り
、
そ
の
頃
の
日
記
に
は

外
見
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
悩
み
と
、
ア
パ
ー
ト

と
バ
イ
ト
先
を
行
き
来
す
る
だ
け
の
孤
独
で
空

虚
な
日
々
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
」 

ま
ゆ
み
「3

0

歳
に
な
っ
た
市
川
は
、
た
と
え
ど
ん
な

結
末
を
迎
え
よ
う
と
自
分
が
生
き
た
証
を
残
さ
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な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

突
如
、
脚
本
教
室
に
通
い
始
め
ま
す
」 

市
川
「
待
て
。
市
川
が
脚
本
を
？
」 

森
「
こ
の
頃
の
日
記
が
存
在
し
な
い
た
め
、
以
下
、

市
川
が
市
川
家
の
乱
名
義
で
書
い
て
い
た

n
o

te

の
記
事
を
参
照
し
て
の
報
告
と
な
り
ま
す
が
、3

0

の
年
に
市
川
は
母
親
と
和
解
し
て
実
家
へ
戻
っ

て
お
り
、
親
の
す
ね
を
か
じ
っ
て
脚
本
教
室
に
通

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
」 

市
川
「…

続
け
ろ
」 

ま
ゆ
み
「
脚
本
教
室
に
通
っ
た
市
川
で
し
た
が
、
脚

本
を
書
き
き
れ
ず
、
一
度
挫
折
し
ま
す
。
し
か
し

教
室
を
辞
め
た
後
も
勉
強
を
続
け
、
後
に
市
川
は

書
き
上
げ
た
自
作
を
賞
へ
と
応
募
し
ま
す
」 

森
「
し
か
し
一
向
に
結
果
が
出
な
か
っ
た
こ
と
で
、

市
川
は
疑
心
暗
鬼
を
深
め
、
自
分
の
作
風
は
コ
ン

ク
ー
ル
に
不
向
き
で
あ
り
、
実
力
不
足
の
せ
い
で

は
な
い
、
と
い
う
考
え
を
持
つ
に
至
り
ま
す
」 

市
川
「
そ
れ
で
実
際
の
と
こ
ろ
、
市
川
の
脚
本
の
レ

ベ
ル
は
ど
う
な
ん
だ
？
」 
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森
「
そ
の
件
で
す
が
」 

 
 

大
広
間
の
ド
ア
が
開
く
。 

 
 

北
條
、
ド
ア
の
前
に
立
っ
て
い
る
。 

市
川
「
（
驚
い
て
）
な
ぜ
お
前
が
？ 

私
の
姿
を
笑
い

に
き
た
の
か
」 

北
條
「
あ
な
た
を
誰
が
笑
お
う
か
。
尊
敬
す
る
あ
な

た
の
お
役
に
立
ち
た
い
が
た
め
に
、
私
は
こ
こ
に

き
た
の
で
す
」 

 
 

北
條
、
颯
爽
と
入
っ
て
く
る
。 

北
條
「
砕
け
た
言
葉
使
い
に
な
る
こ
と
を
お
許
し
願

お
う
。
ネ
ッ
ト
に
公
開
さ
れ
て
い
る
市
川
の
脚
本

に
す
べ
て
目
を
通
し
た
。
市
川
の
脚
本
に
通
底
す

る
の
は
奇
抜
な
舞
台
装
置
を
用
意
し
、
そ
れ
を
土

台
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
語
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
伊
参

ス
タ
ジ
オ
映
画
祭
応
募
作
「
中
学
生
ド
ラ
イ
バ
ー
」

で
は
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
視
点
か
ら
不
条
理

コ
メ
デ
ィ
が
展
開
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
を
リ
ア
リ

ス
ム
の
欠
損
と
捉
え
る
か
、
前
衛
的
な
着
想
と
見

な
す
か
は
評
価
が
割
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」 

 
 

市
川
、
じ
っ
と
聞
い
て
い
る
。 
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以
下
、
北
條
の
セ
リ
フ
が
続
く
。 

北
條
「
一
方
で
描
写
に
関
す
る
評
は
概
ね
一
致
す
る

だ
ろ
う
。
題
材
へ
の
明
ら
か
な
取
材
不
足
に
加
え
、

人
物
の
書
き
分
け
が
皆
無
で
、
そ
れ
ら
を
克
服
し

よ
う
と
し
て
い
る
形
跡
す
ら
な
い
。
す
べ
て
を
想

像
で
書
い
て
い
る
。
推
敲
し
た
様
子
も
な
く
、
見

直
し
を
し
て
い
る
と
は
到
底
思
え
な
な
い
」 

北
條
「
構
成
面
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
先
行
の
粗
が
目
立

ち
、
機
能
不
全
家
庭
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
黄
金
の

馬
」
な
ど
は
目
も
当
て
ら
れ
な
い
。
し
か
し
他
方
、

「
神
様
が
く
れ
た

4
6

3
0

万
円
」
の
円
環
構
造
、

「
鍋
パ
ー
テ
ィ
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
に
お
け
る
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
構
造
、
そ
う
し
た
構
造
部
分
に

つ
い
て
は
見
れ
な
い
こ
と
も
な
い
」 

北
條
「
最
後
に
テ
ー
マ
だ
が
、「
背
番
号
は2

1

」「
カ

ー
ル
ズ
バ
ー
」「
令
和
元
年
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
な

ど
を
読
む
と
、
市
川
は
父
親
を
描
く
こ
と
に
固
執

し
て
い
る
。
我
々
創
作
者
は
人
生
で
得
ら
れ
な
か

っ
た
も
の
を
書
き
た
が
る
傾
向
が
あ
る
。
私
の
推

測
に
な
る
が
、
市
川
が
求
め
て
い
た
の
は
い
か
な
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る
困
難
を
も
乗
り
越
え
る
力
で
あ
り
、
そ
の
力
を

与
え
る
存
在
こ
そ
が
父
親
で
あ
る
、
そ
う
考
え
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
」 

市
川
「
よ
ろ
し
い
。
そ
れ
で
君
の
結
論
は
？
」 

北
條
「
我
々
プ
ロ
の
目
か
ら
す
れ
ば
市
川
は
ア
マ
チ

ュ
ア
作
家
で
す
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点

を
持
っ
て
お
ら
ず
、
プ
ロ
の
世
界
で
は
通
用
し
な

い
で
し
ょ
う
」 

 
 

北
條
、
引
き
下
が
る
。 

ま
ゆ
み
「
（
資
料
を
読
む
）
そ
し
て
去
年

1
2

月

3
1

日
、
「g

a
m

e
 o

v
e

r

」
と
い
う
短
編
脚
本
を
投
稿
し

た
の
を
最
後
にS

N
S

の
更
新
が
途
絶
え
、
現
在
に

至
り
ま
す
」 

 
 

ま
ゆ
み
、
資
料
を
閉
じ
る
。 

 
 

市
川
、
立
ち
上
が
る
。 

市
川
「…

市
川
。
自
分
を
客
観
視
し
ろ
。
お
前
の
歪

ん
だ
論
理
は
す
べ
て
お
前
自
身
の
弱
さ
を
ご
ま

か
す
た
め
の
ま
や
か
し
で
あ
り
、
市
川
と
い
う
愚

か
な
モ
ン
ス
タ
ー
を
生
み
出
し
た
の
は
、
市
川
、

誰
の
せ
い
で
も
な
い
。
お
前
自
身
の
せ
い
な
の
だ
。
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お
前
は
お
前
自
身
の
意
思
に
よ
っ
て
、
社
会
の
不

要
物
に
な
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
だ
」 

 
 

市
川
、
鏡
を
見
て
、 

市
川
「
市
川
。
最
後
に
い
う
こ
と
は
な
い
か
」 

や
や
あ
っ
て
、
市
川
、
鼻
で
笑
う
。 

一
同
、
困
惑
す
る
。 

市
川
「
な
る
ほ
ど
。
世
の
中
に
は
二
種
類
の
人
間
が

い
る
。
自
分
の
責
任
で
生
き
ら
れ
る
人
間
と
、
自

分
の
責
任
で
生
き
る
し
か
な
い
人
間…

か
」 

 

○
同
・
玄
関
前 

 
 

北
條
、
封
筒
を
抱
え
て
門
へ
と
歩
い
て
い
る
。 

声
「
北
條
！
」 

 
 

北
條
、
振
り
返
ら
ず
に
立
ち
ど
ま
る
。 

 
 

市
川
、
玄
関
か
ら
出
て
く
る
。 

 
 

市
川
、
北
條
へ
近
づ
き
、 

市
川
「
事
件
以
来
多
く
の
人
間
が
私
の
も
と
か
ら
離

れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
君
は
こ
こ
に
き
て
く
れ
た
」 

北
條
「…

」 

市
川
「
北
條
。
あ
の
時
の
非
礼
を
許
し
て
く
れ
」 
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北
條
、
無
言
の
ま
ま
立
っ
て
い
る
。 

市
川
「…

ど
う
し
た
？
」 

 
 

北
條
、
よ
う
や
く
振
り
返
り
、 

北
條
「
や
は
り
真
実
を
隠
す
こ
と
は
で
き
な
い
」 

市
川
「…
？
」 

 
 

北
條
、
原
稿
を
封
筒
か
ら
取
り
出
す
。 

北
條
「
市
川
は
失
踪
前
に
実
は
も
う
一
作
脚
本
を
書

い
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
は
市
川
の
部
屋
の
パ
ソ

コ
ン
に
残
っ
て
い
た
原
稿
の
コ
ピ
ー
で
す
」 

市
川
「
（
胸
が
騒
ぐ
）
北
條
。
そ
の
脚
本
が
な
ん
だ
と

い
う
の
だ
？
」 

北
條
「
恐
ろ
し
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
す
べ
て
と
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
の
で
す
」 

市
川
、
北
條
か
ら
原
稿
を
受
け
取
る
。 

表
紙
に
以
下
の
タ
イ
ト
ル
。 

「
我
は
市
川
」
。 

市
川
「
（
震
え
出
し
）
北
條
。
予
感
が
す
る
ぞ
。
何
か

恐
ろ
し
い
こ
と
が
起
こ
る
気
が
す
る
」 

北
條
「
す
べ
て
は
定
め
な
の
で
す
」 
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市
川
「
親
愛
な
る
友
よ
。
私
が
こ
れ
を
読
み
終
え
る

ま
で
、
ど
う
か
見
守
っ
て
い
て
く
れ
な
い
か
」 

北
條
「
唯
一
無
二
の
偉
大
な
先
輩
よ
。
あ
な
た
の
た

め
な
ら
ば
夜
が
明
け
る
ま
で
私
は
こ
こ
に
立
っ

て
い
る
つ
も
り
で
す
」 

 
 

市
川
と
北
條
、
頷
き
合
う
。 

市
川
、
屋
敷
へ
と
戻
っ
て
い
く
。 

 

○
同
・
書
斎 

 
 

市
川
、
手
を
震
わ
せ
な
が
ら
机
で
原
稿
に
目
を

走
ら
せ
て
い
る
。 

以
下
、
原
稿
用
紙
が
映
し
出
さ
れ
、
ト
書
き
と

セ
リ
フ
が
次
々
と
流
れ
て
い
く
。 

 

 

ト
ム
ク
ル
ー
ズ
「
（
英
語
で
）
受
賞
者
は…

シ
ュ
ウ
ヘ

イ
イ
チ
カ
ワ
！
」 

市
川
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
、
家
族
と
抱
き
合

っ
て
喜
ぶ
。 

 

「
ニ
ュ
ー
ス
速
報
」 
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「
脚
本
家
の
市
川
舟
平
（3

9

）
と
女
優
の
広
瀬
す
ず

（2
5

）
が
心
中
自
殺
」 

 
市
川
「
市
川
。
甘
え
る
の
も
い
い
加
減
に
し
た
ま
え
。

お
前
の
歪
ん
だ
ロ
ジ
ッ
ク
は
人
に
責
任
を
な
す

り
つ
け
る
た
め
の
詭
弁
で
あ
り
、
惨
め
な
人
生
も
、

現
状
の
有
り
様
も
、
そ
の
一
切
が
努
力
不
足
か
ら

く
る
自
己
責
任
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
！
（
と
鏡

を
殴
る
）
」 

  
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 

市
川
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
を
閉
じ
る
。 

市
川
「
（
声
を
震
わ
せ
）
そ
れ
な
ら
俺
は…

市
川
に
よ

っ
て…

い
や
、
ま
さ
に
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ

と
が
こ
れ
か
ら
も
起
こ
る
の
だ
」 

 
 

と
、
机
の
上
に
置
か
れ
た
手
鏡
が
割
れ
る
。 

 
 

市
川
、
恐
怖
で
立
ち
上
が
る
。 

 

○
同
・
廊
下 
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市
川
、
歩
い
て
い
る
。 

 
 

布
で
覆
わ
れ
た
鏡
が
音
を
立
て
て
割
れ
る
。 

 
 

市
川
、
割
れ
た
鏡
へ
と
向
か
う
。 

 
 

遠
く
で
鏡
の
割
れ
る
音
が
す
る
。 

市
川
、
導
か
れ
る
よ
う
に
進
ん
で
ゆ
く
。 

 

○
同
・
大
広
間 

 
 

市
川
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

市
川
、
ひ
び
割
れ
た
大
鏡
の
前
で
お
そ
る
お
そ

る
立
ち
止
ま
り
、 

市
川
「
（
喘
ぐ
）
市
川…

市
川
！
」 

 
 

市
川
、
鏡
を
見
る
。 

そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
、
壮
年
の
男
と
は

お
よ
そ
思
え
な
い
、
お
そ
ろ
し
く
幼
く
、
お
そ

ろ
し
く
醜
い
、
不
安
げ
で
、
怯
え
た
目
を
し
た
、

今
に
も
泣
き
出
し
そ
う
な
、
市
川
の
顔
。 

 

○
タ
イ
ト
ル 

 

（

完

） 
 


